
平成２９年度 第１回学校評議員会 議事録 

１ 日時  平成２９年６月２９日（木）１５：００～１６：３０ 

２ 場所  水沢高等学校 大会議室 

３ 出席者  

○学校評議員   

三 浦 弘 子   福 井  柳   高 梨   拓  

    髙 橋 栄 蔵  （渡 辺  学評議員は欠席） 

  ○教職員 

校 長    立 花 起 一   副校長    吉 川 彰 彦 

    事務長    佐 藤   理   教務主任   千 葉   賢 

    生徒指導主事 林   苗 子   進路指導主事 安 藤 智彩保 

    保健厚生主任 谷 木 悌 典   SSH主任   千 田 和 則 

４ 次第 

  （１）開会  （２）出席者自己紹介 （３）校長挨拶並びに学校経営計画説明 

  （４）学校概況説明 （５）協議 （６）閉会 

５【評議員からの質問や意見】 

・学校に対する地域や保護者のニーズの第一は学力向上である。その達成に向けて具体的に 

何をされているのか、その取り組みを教えてほしい。 

・学校経営計画はどの学校でも作っているのか。県へ届けているのか。数値目標はどのよう 

にして決めているのか。 

・県の進学校が連携して行っている東大や医学部などの難関大指導には水高から何人くらい 

参加しているか。また、その効果はどうか。 

・ＳＳＨのサイエンスイングリッシュ等は生徒の負担が大きくはないのか。 

・学力差が大きいと聞くが、成績下位の生徒への指導はきちんとされているのか。 

・運動部だけでなく文化部もすばらしい実績をあげている。それと共に進学実績も問われ 

る。大変なことですが、ぜひ頑張ってほしい。 

・小学校への出前授業や運動会ボランティアなどの経験が将来必ずプラスになる。 

子どもたちにとっても良いお手本や目標になる素晴らしい活動だと思います。 

・地域の住宅に住んでいる先生方には、もっと地元の行事などに係わっていただきたい。 

・他地区の付属中学や高校に水沢地区の生徒が抜けているのは残念。ＨＰでの情報発信を 

もっとタイムリーに行うなど、ＰＲをすることも必要ではないか。中学生や保護者は関心 



をもって見ているし、更新を頻繁に行うことで身近に感じる。 

・学校不適応の生徒が増えないよう、丁寧に指導をしてほしい。 

・保護者の協力がないと子どもはちゃんと育たない。保護者への指導も必要です。 

 


